
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組１】（Ａ中学校） 

学期に１回、希望する先生と 5分ほど話す時間を設定した。生徒にとって、何か

困ったときに相談できる相手を増やすことができ、教員にとっても生徒の様子を観

察することのできる取組となっている。また、悪口や暴力、無視、からかいなどの

いじめ発見のほか、「心配なこと、不安なこと」について記述できるアンケートを年

5回実施している。 

 

【取組２】（Ａ中学校） 

保健委員の「歯磨きキャンペーン」や学級委員の「テス勉アドバイザー」など委

員会企画を行い、学年フロアにポスターを掲示したり呼びかけを行ったりしてい

る。終業式では各委員会の取組を振り返って報告する場があり、各委員長は責任を

もって発表を行うなど、生徒が主体となり委員会活動に取り組んでいる。 

運動会では各学年縦割りで色ごとに団結して応援・演技を行った。特に伝統とし

て例年行っているソーラン節では、3 年生が下級生を引っ張り、頑張る姿を見せる

ことで下級生にとって憧れる存在となった。学年を問わず、相互に認め合う関係づ

くりを行っている。 

 

【取組３】（Ｂ中学校） 

学校として、生徒の学習の自己調整力を高める授業づくりを研究テーマとして設

定している。そのため研究授業を参観し、協議会で「生徒指導の実践上の視点」か

ら助言を行った。また、普段の授業を見学し、 

気付いた点について各担当教員と意見交換を 

行った。9月の研修でも「生徒指導の実践上の 

視点」を踏まえて具体的に意識すべき点を共有 

した。 

 

【取組４】（Ｃ中学校） 

夏季休業日中の準備出勤日に研修時間を設定し、20分ほどの研修を行った。内容

として、「①不登校対応における三段階」について、「②不登校対応巡回教員ができ

る業務」について、「③生徒意識調査の結果を踏まえた 1 学期の取組の振り返り」

の３点について話した。 

また、各校で研修の日程を複数回設けることが難しかったため、「巡回通信」を発

行することとした。区内巡回教員２人で連携して、研修キットの内容や自主研修の

内容などから材料を集めて記事にし、毎月発行することで、不登校に関する知識や

情報を区内中学校に還元した。 

 

 

新たな不登校が生じない取組 （「未然防止」の取組） 

不登校が生じない魅力ある学校・学年・学級づくりの推進 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巡回担当校における新たに不登校となった生

徒の割合は５校平均 0.9%程度に抑えられてい

る。支援会議において、未然防止の取組を協議

し、実効的な手だてを計画している。 

成 果 

不登校対応巡回教員と連携を密

に行うことで、不登校支援に係る研

修計画の策定や面談や家庭訪問を

計画的に実施していく。 

研修や学校全体に関わる取組を初

年度から提案することが難しい。 

課 題 

多様な学びの場を確保する取組 
（「早期支援」及び「長期化への対応」の取組）の推進 

校長、不登校対応コーディネーター、

都 SC、SSW、校内別室指導員、学年教

員、不登校対応巡回教員が参加し情報共

有と支援の検討を行っている。現在の状

況、会議での対策などが全体で共有でき

るよう、ファイルを回覧し、直接会って

情報交換のできない区 SC とも情報の漏

れがないよう連携している。 

長期欠席の生徒や休みが増えてきた

生徒の家庭へ担任や学年教員、SSW と

共に訪問した。登校の働きかけや、学習

や進路指導に関する支援等について、担

任や不登校対応コーディネーターと綿

密な相談を行い進めている。 

授業支援ツールで時間割を投稿した

り、オンライン授業の配信を行ったりし

ている。また、不登校傾向のある生徒に

関しては個別チームを作って学年の教員

や別室指導員が所属し、個別の連絡を共

有したり、投稿を行ってコミュニケーシ

ョンを取ったりしている。 

教育支援センターと連携し、教育支援

センター、オンライン教育支援センター

を利用している生徒の情報について聞

き取った。また区内を中心にフリースク

ールを訪問し、活動内容について聞き取

った。これらの情報は「巡回通信」を通

じて区内の教員に提供した。 

支援会議（Ｄ中学校） アウトリーチによる支援（Ａ中学校） 

デジタル機器を活用した支援（Ａ中学校） 

 

関係機関との連携（全巡回担当校） 

別室生徒の取組を職員室で共有できるよう、生徒が 

記入する学習記録表を不登校対応巡回教員から学校に 

提案した。生徒にとって自分が取り組んだことが目に 

見える形で蓄積され、教職員や指導員から励ましの言 

葉があることで自己肯定感も育まれていくと考えられ 

る。また、教員側も生徒の困っていることや頑張って 

いることを把握しやすくなった。 

校内別室における支援（Ｅ中学校） 


